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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第５区分
【発行日】平成26年12月4日(2014.12.4)

【公表番号】特表2014-528521(P2014-528521A)
【公表日】平成26年10月27日(2014.10.27)
【年通号数】公開・登録公報2014-059
【出願番号】特願2014-534525(P2014-534525)
【国際特許分類】
   Ｄ０３Ｄ  15/00     (2006.01)
   Ｄ０１Ｆ   6/92     (2006.01)
   Ｄ０１Ｆ   6/62     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｄ０３Ｄ  15/00    　　　Ａ
   Ｄ０１Ｆ   6/92    ３０７Ｄ
   Ｄ０１Ｆ   6/62    ３０６Ｐ

【手続補正書】
【提出日】平成26年10月3日(2014.10.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　組成物中のポリマーの全重量に基づいて、ポリ（トリメチレンアリーレート）中に分散
された０．１～３重量％のポリスチレンを含む組成物を含むフィラメントを含む布地であ
って、前記フィラメント当たりのデニールが３以下であり、デニール変動係数が３％以下
であり、複屈折が少なくとも０．０５５であることを特徴とする布地。
【請求項２】
　請求項１に記載の布地を含む衣類。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１３】

【表６】
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　次に、本発明の態様を示す。
１．　組成物中のポリマーの全重量に基づいて、ポリ（トリメチレンアリーレート）中に
分散された０．１～３重量％のポリスチレンを含む組成物を含むフィラメントを含む布地
であって、前記フィラメント当たりのデニールが３以下であり、デニール変動係数が３％
以下であり、複屈折が少なくとも０．０５５であることを特徴とする布地。
２．　前記ポリ（トリメチレンアリーレート）がポリ（トリメチレンテレフタレート）で
ある、態様１に記載の布地。
３．　前記組成物が、前記組成物中のポリマーの全重量に基づいて、ポリ（トリメチレン
アリーレート）中に分散された０．５～２重量％のポリスチレンを含む、態様１に記載の
布地。
４．　前記組成物が、前記組成物中のポリマーの全重量に基づいて、ポリ（トリメチレン
アリーレート）中に分散された０．５～２重量％のポリスチレンから本質的になる、態様
３に記載の布地。
５．　前記組成物が、前記組成物中のポリマーの全重量に基づいて、ポリ（トリメチレン
テレフタレート）中に分散された０．５～２重量％のポリスチレンを含む、態様２に記載
の布地。
６．　前記組成物が、前記組成物中のポリマーの全重量に基づいて、ポリ（トリメチレン
テレフタレート）中に分散された０．５～２重量％のポリスチレンから本質的になる、態
様２に記載の布地。
７．　前記布地が織物である、態様１に記載の布地。
８．　態様１に記載の布地を含む衣類。
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